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撮影に協力する勝浦座の皆さん

被写体を見つめる立木義浩さん（今山農村舞台）

11月21日、徳島県出身の写真家
立木義浩さんが勝浦町を撮影に
訪れました。
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立木さん 勝浦を撮る!
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今後の地方制度のあり方についての
答申（地方制度調査会答申）要約

特例法期限内合併を推進

合併特例法期限後の基礎的自治体

◇ 二〇〇五年四月以降の合併推進
●新法を制定し一定期間自主合併を推進する。現行の財政支

援措置はとらない。
●〇五年三月末までに都道府県知事への合併申請を終え一年

以内に合併する場合は、財政支援措置を継続する。
● 都道府県が人口一万未満を目安に小規模市町村を中心とし

た基本構想を策定し、勧告あっせんで市町村合併を促進する。

・一万人未満町村は合併勧告を行い合併の推進を図る。

・合併を希望する町村は周辺市町村が拒否してもあっせん

で合併させる制度の検討。

・新法でも合併が客観的に困難な市町村には、基礎的自治

体だけの広域連合などによる対応を進める。同市町村は

法令上義務付けられた事務のうち窓口サービスだけを処

理し残りは都道府県が処理する特例的団体とする制度の

検討。

地域自治組織

●基礎的自治体内の一定の区域を単位に、住民自治の強化・

行政と住民との協働を目的とする地域自治組織を基礎的自

治体の判断で設置でき、従来の支所・出張所機能も備える。
●地域自治組織では、行政区的タイプは一般制度化し、特別

地方公共団体タイプは合併市町村に限り期限付きとする。
●地域自治組織には、長（基礎的自治体の長が選任）と地域

協議会（仮称）を置く。
●「地域協議会」は長等の諮問に対しての審議や、必要な事

項について建議する。

◇行政区的タイプ
●基礎的自治体の一部として事務を行う。
●「地域協議会」の構成員は推薦・公募等により基礎的自治

体の長が選任する。

◇特別地方公共団体タイプ
●市町村合併で、段階的に一体化することが必要な場合に、

期限を定め、合併前の旧市町村単位に設けることができる。
●「地域協議会」の構成員は合併協議で選出方法を定める。

（公選法によらない選挙・公募等）
●地域自治組織の財源は基礎的自治体の移転財源を原則とす

る。課税権と地方債発行は認めない。

合併特例法（国の財政支援あり）

勝浦町
人口 6,736人

どのため国・県の財政支援が受けられる

間保障（合併算定替）

まちづくりは地域自治組織で

☆枠組みについては、アンケー
ト結果から想定しています。

〇合併特例債
〇普通交付税の合併補正
〇市町村合併の推進補助金
〇特別交付税措置
△徳島県市町村合併特別交付金
※〇は国の支援、△は県の支援

※人口は平成12年国勢調査より

平
成
十
五
年
十
一
月
十
三

日
に
地
方
制
度
調
査
会
か
ら

「
今
後
の
地
方
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
の
最
終
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
現
行
特
例
法

失
効
後
は
現
行
の
財
政
支
援

措
置
は
と
ら
な
い
こ
と
や
、

この内容は勝浦町ホームページにも掲載しています。

１市２町または
１市１町で合併

上勝町と合併

合併せず
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10年後を見据え

地方制度調査会答申から考えられるこれからの勝浦町シミュレーション

17年18年19年

第２次合併推進策〈新しい法律〉（国の財政支援無し）

市町ともに財政支援による
メリットは大きいため協議
によるまちづくりができる

受け入れ側からの要求が厳しくなり、事務事業の整理・スリム化を求められる

基礎的自治体
（スケールメリットを生かした、更なる行政改革により自立した自治体へ）

☆このシミュレーショ
ンは地方制度調査会答
申をもとに本町が独自
に作成したものです。

人口１万未満の町村に対して新たな合併構想を策定

県

勝浦町
人口 6,736人

普通交付税を10年

〈市町村合併による
財政支援の内訳〉

市町間格差解消な
勧
告

あ
っ
せ
ん

再
度
、

吸
収
合
併

市町間格差解消などのための費用は一般制度で対応

人
口
一
万
未
満
の
小
規
模
町

村
に
対
し
県
が
合
併
の
勧
告

行
う
こ
と
、
地
域
自
治
組
織

の
設
置
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。（
市
町
村
関
係

部
分
を
要
約
し
右
下
に
掲
載
）

答
申
内
容
は
、
本
町
な
ど

人
口
一
万
未
満
の
町
村
に
対

し
て
の
合
併
勧
告
な
ど
大
変

厳
し
い
内
容
で
あ
り
、
市
町

村
合
併
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
答
申
に
基
づ
き

今
後
の
勝
浦
町
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
と
下
図
の
と
お

り
と
な
り
、
現
在
の
選
択
肢

の
中
で
は
現
行
合
併
特
例
法

期
限
内
の
市
町
村
合
併
が
最

善
の
方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
町
で
は
十
年
後
の
勝
浦
の
あ
り

方
を
見
据
え
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
勘

案
し
、
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
の
規

模
（
人
口
一
万
以
上
）
を
備
え
る
た

め
に
現
行
合
併
特
例
法
期
限
内
で
の

市
町
村
合
併
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま

す
。
ま
た
、
合
併
後
の
本
町
独
自
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
自

治
組
織
を
有
効
に
活
用
し
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新小松島市

人口 51,938人（1市2町）
財政支援額 18,825百万円

現在の市町村の合併協議の状況から
すると、県の合併構想による勧告・
あっせんは、小松島市への編入（吸
収）合併が有力。

合併に関する問い合わせ先：勝浦町総務課 行政改革・合併推進チーム ２－2511

新勝浦町

人口 8,860人
財政支援額
6,145百万円

吸
収
合
併

合
併
特
例
法
期
限

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）

特例法の期限
が過ぎれば、
人口１万未満
の町は合併が
勧告されるん
だね！

勧
告

あ
っ
せ
ん

よく考え
ないとい
けない
ねぇ

…一定期間経過後…
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小学校スポーツ大会でみかんアピール!!
10、11月に勝浦町内で行われた小学校のスポーツ大会に勝浦

町観光協会が協賛し、参加した各チームに特産のみかんが振る

舞われました。勝浦町観光協会は、勝浦町のみかんを食べても

らうことで親しみを持ってもらい、みかん狩りやみかんの需要

促進を図りました。

大会は、10月に小学生バレーボール大会、11月にはミニバス

ケットボールのスポーツレクレーション祭、少年野球の第10回

勝浦郡みかん大会が行われました。３大会の参加チームは町内

外を合わせると124チーム、約3、000人の選手や保護者がスポー

ツを楽しみました。

10月25日、第28回全国育樹祭の記念事業として、横瀬・生比奈各小学校緑の少年隊など町内外から

参加のボランティア約200人で、坂本やすらぎの森で植樹活動を行いました。

やすらぎの森は、地元の山を美しく整備しようと、所有者の新居清治さんのご好意もあり地元のボ

ランティアの手で整備されたものです。

植樹作業の後行われた記念セレモニーでは、森本坂本区長さんから、「森は、木を植えただけでは育

ちません。みんなでやすらぎの森

を育てていきましょう。」と挨拶が

あり最後には、「育てよう三唱」で

閉会しました。

閉会の後、現地においてお弁当

をひろげ、山のお茶（生茶を煮出

したもの）がふれあいの里から振

る舞われるなど、楽しいひと時を

過ごしました。

「やすらぎの森」が美しい森に

育つため、今後「坂本やすらぎの

森を育てる(仮称)」により管理・

手入れをしていきますが、すべて

ボランティアによるものですので、

多くの方の参加をお待ちしていま

す。よろしくお願いします。

やすらぎの森 植 樹 活 動

勝浦町観光協会
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十
一
月
三
日
（
文

化
の
日
）、
恒
例
の

町
民
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

時
折
、
雨
が
降
る

あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
数
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
に
参
加
し

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
今
回
も
昨
年

に
引
き
続
き
、
近
畿
勝
浦
ふ
る
さ
と
会

を
中
心
と
し
た
ふ
れ
あ
い
交
流
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍

さ
れ
た
方
々
が
、
勝
浦
町
長
表
彰
、
勝

浦
町
教
育
委
員
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
団
体

お
よ
び
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
方
に
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

坂
口
祐
介

平
成
十
五
年
度
第
八
十
五
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
お
よ
び
平
成
十
五
年
度
第

五
十
八
回
秋
季
国
民
体
育
大
会
高
校
野
球

競
技
に
徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場

笠
松
正
利

平
成
十
五
年
度
第
五
十
八
回
秋
季
国
民

体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
成
年
男

子
競
技
に
徳
島
県
代
表
と
し
て
出
場

勝
浦
キ
ッ
ズ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

平
成
十
五
年
度
第
二
十
五
回
四
国
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
徳
島
県
代

表
と
し
て
出
場

加
藤
大
典

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
中
学
校
軟
式
野

球
優
秀
選
手
賞
受
賞

松
本
和
訓

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
優
秀
選
手
賞
受
賞

福
田
和
貴

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
優
秀
選
手
賞
受
賞

中
西
景
子

平
成
十
四
年
度
徳
島
県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
優
秀
選
手
賞
受
賞

中
村
尚
実

平
成
十
五
年
度
徳
島
県
中
学
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
優
秀
選
手
賞
受
賞

町
長
表
彰

個

人

団

体

個

人

教
育
委
員
会
表
彰

第
42
回

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
物
心

両
面
に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は

今
回
五
十
回
の
記
念
大
会
と
な
り
、
五

年
ぶ
り
に
勝
浦
コ
ー
ス
が
採
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

地
元
通
過
と
い
う
こ
と
で
、
選
手
は

例
年
に
も
増
し
て
一
生
懸
命
に
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
会
を
二
月
後

に
控
え
、
路
上
で
の
練
習
の
機
会
も
増

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇一
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら

も
走
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。（
な
る
べ

く
交
差
点
や
道
路
を
横
断
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
で
す
。）

〇二
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ

ト
を
下
向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

〇三
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
で
は

大
会
参
加
に
際
し
て
、
選
手
お
よ
び
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
（

二
―
二
五
一
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 勝

浦
郡
陸
上
競
技
協
会

か
ら
の
お
願
い

※今回の町民体育大会にお
いて、カメラの三脚・服
等の忘れ物が届いていま
す。お心あたりのある方
は、勝浦町教育委員会ま
でご連絡ください。
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machikado sanpomichi

勝浦町は、財団法人健康・体力つくり事業財

団から平成15年度体力つくり優秀組織に選ばれ

体力つくり国民会議議長賞を受賞しました。

この賞は、勝浦町が平成10年度から平成12年

度にかけて取り組んだスポーツレクリエーショ

ン祭、町民体育大会、ソフトテニス初心者教室

健康つくり講習会等の健康・体力つくり運動推

進事業が評価されたものです。

受賞に際しまして、この事業に対していただ

きました町民の皆さまのご理解、ご協力に感謝

申し上げます。

また、今後におきましても町の健康・体力つ

くり推進事業に対しましてご理解、ご協力をお

願いします。

農業経営統計調査調査員の森道子さんと松下節子さん、中西桂子さんの３人が農

林水産大臣表彰を受賞されました。３人は、農業経営統計調査農家として永年にわ

たり毎日の経営および家計収支、労働時間等について詳細に記帳していただき、そ

の結果は農業経営の改善、生産性の向上はもとより、21世紀の農業を展望する上で

必要不可欠な基礎資料として広く活用されており、その功績が認められ受賞されま

した。

心からお喜び申し上げます。

森 道 子 さん 松 下 節 子 さん 中 西 桂 子 さん

農林水産大臣表彰受賞

平成15年度

体力つくり国民会議議長賞受賞
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去る11月７日から東京都国立競技場を

中心に行われた第52回全国青年大会に松

田貴志さん、末廣久和さん、谷崎多賀子

さん、松田安代さん、山下歩さんが参加

しました。

大会では、ボーリング男女混合、女子

の部に出場し、女子の部において接戦の

末、惜しくも３位を逃しましたが、４位

入賞を果たしました。

出場選手皆さまの今後ますますのご活

躍を期待しています。

お
接
待
の
お
礼
に
遍
路
道
の
空
き
缶
を
拾
い
な
が
ら
四
国

八
十
八
ヶ
所
を
歩
い
て
い
る
お
四
国
の
道
清
掃
隊
が
、
十
一

月
五
日
勝
浦
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
立
江
寺
か
ら
鶴

林
寺
へ
歩
い
て
い
る
最
中
で
、
こ
の
日
も
三
袋
分
の
空
き
缶

を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
代
表
の
仲
居
富
さ
ん

(

東
京
都)

は

「
四
国
八
十
八
ヶ
所
は
世
界
に
誇
る
文
化
遺
産
で
す
。
地
元

の
皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
き
れ
い
に
し

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
四
国
の

道
清
掃
隊
は

東
京
都
周
辺

に
住
む
六
人

の
歩
き
お
遍

路
さ
ん
の
集

ま
り
で
、
空

き
缶
を
拾
い

な
が
ら
歩
く

「
カ
ン
カ
ン
・

ラ
リ
ー
」
や

た
ば
こ
や
空

き
缶
な
ど
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨

て
禁
止
の
啓

発
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

感
謝
の
心
、
遍
路
道
へ

沼
江
の
山
村
多
喜
夫
さ
ん
、
福
枝
さ
ん
夫
妻
が

お
遍
路
さ
ん
の
無
料
接
待
所
と
し
て
い
る
「
大
師

の
里
」
の
宿
泊
者
数
が
十
一
月
十
三
日
、
千
人
に

到
達
し
ま
し
た
。
千
人
目
の
宿
泊
者
は
寶ほ

う

生じ
ょ
う

院い
ん

宗そ
う

厳げ
ん

さ
ん

(

北
海
道)

で
し
た
。

山
村
さ
ん
夫
妻
は
、「
来
訪
者
か
ら
の
便
り
が

う
れ
し
い
で
す
。
百
歳
ま
で
続
け
た
い
で
す
。」

と
生
き
生
き
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「「
大大
師師
のの
里里
」」

まちかど散歩みち

青 年 会

宿
泊
者

一
、〇
〇
〇
人
到
達

全国青年大会に
参加



８

地区対抗ソフトテニス大会が10月20日から

10月24日までの間、勝浦町テニスコートおよ

び勝浦中学校体育館において11チームの参加

により開催されました。

大会の序盤から熱戦が展開されました。決

勝戦は、専門学校対棚野の対戦となり、接戦

を制した棚野が優勝に輝きました。

おめでとうございます。

結果は次のとおりです。

星

谷

優 勝 棚 野

生

名

坂

本

Ａ

専
門
学
校

中

角

坂

本

Ｂ

山
西
・
掛
谷

棚

野

今
山
・
黒
岩

久

国

与

川

内

・

横
瀬
・
中
山

★

★

★

★
チーム名 ブルーせっこい

竹 村 哲 郎 竹 村 研 一
竹 村 友 里 竹村由美子

皆さん、お疲れさまでした!!

廣 瀬 春 山 上 俊 介
原 隆 二 粟飯原笑哉
栗 坂 竜 平

信 政 郁 弥 信政恵理子

清 水 弥 生 花 房 真 弥
野 崎 奈 々 富本里加子
清 水 彩 音 清水 一人

野 口 裕人 野 口 和 代
滝 花 守

２位
チーム名 ひとりＢｏ‾ｓｅ オレンジ ゲッツ！

４位
チーム名

ポケモン

３位
チーム名 と ん ぼ

５位
チーム名

★優勝

地区対抗第 回17

勝浦町ＰＴＡ連絡協議会・勝浦町子ども会連合

会の主催により、第３回勝浦町ウォークラリー大

会が11月15日 に開催され、参加者は町内保小中

学生とその保護者で、14チーム58人と

なりました。

参加者は横瀬小学校を出発し、鹿背

山神社・前川キャンプ場を通るコー

スを、問題を解きながら元気に歩

いていました。

開催にあたり、ご協力いただい

た関係者の方々に厚くお礼申し上

げます。

入賞チームは次のとおりです。

ソフトテニス大会

勝 浦 町 ウォークラリー大会

（土）
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平
成
十
六
年
勝
浦
町
成
人

式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
該
当
者
は
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
六
年
一
月
二
日

受
付

午
前
九
時
三
十
分
～

式
典

午
前
十
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

該
当
者

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

平
成
十
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
お
よ

び
十
一
月
三
十
日
現
在
町
内
に
在
住
し
て

い
る
方
に
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
か
ら

通
知
い
た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
該
当
の
方

は
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加

に
あ
た
り
、
華
美
に
な
ら
な
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

と

き

十
二
月
六
日

と
こ
ろ

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
体
育
館

内

容

◆
記
念
講
演
（
午
前
十
一
時
三
十
分
～
）

演
題
「
そ
の
と
き
歴
史
が
動
い
た
」
の

現
場
か
ら

講
師

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ー
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

松
平
定
知
氏

◆
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
午
後
一
時
三
十
分
～
）

演
奏
者

徳
島
文
理
大
学
音
楽
学
部

ピ
ア
ノジ

ュ
ゼ
ッ
ペ
・
マ
リ
オ
ッ
テ
ィ
客

員
教
授

(

ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学)

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

マ
ウ
ロ
・
イ
ウ
ラ
ー
ト
客
員
助
教

授

(

ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学)

フ
ル
ー
ト

板
東
久
美
講
師

ソ
プ
ラ
ノ

平
尾
綾
子
学
部
生

申
込
締
め
切
り
日

十
二
月
三
日

ま
で

※
受
付
は
午
前
十
一
時
十
分
か
ら
午
前
十
一

時
三
十
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間

厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ

ま
連
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

第
八
回
紅
舞
祭

と

き

十
二
月
七
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

と
こ
ろ

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

内

容

展
示
紹
介
・
器
機
の
実
演
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
模
擬
店
・

バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

二
―
四
八
一
〇

毎
年
恒
例
の
芸
術
祭
を
次
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
が
作
品

を
出
品
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

日

時

平
成
十
六
年
一
月
十
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

一
月
十
一
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
図
書
館
二
階

募
集
す
る
作
品

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ

ス
ト
・
水
墨
画
・
手
工
芸
・

生
け
花
・
俳
句
・
短
歌
・
川

柳
・
彫
刻
・
陶
芸
・
日
本
画
・

漫
画
そ
の
他
芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

一
月
九
日

午
後
一
時
～
午
後
五
時

搬

入

先

一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
三
階
、
小
・
中
学
校
は

図
書
館
二
階
へ
直
接
作
品
を

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura .tokushima .jp
議会事務局 ２－２５１３
gikai@town.katsuura .tokushima .j p
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura .tokushima .j p
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima .j p

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokushima .j p
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokushima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura .tokushima .jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyouiku@town.katsuura.tokushima.jp

アア ララ カカ ルル トト報報情情

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

創
立
十
周
年
記
念
行
事

お
よ
び
第
八
回
紅
舞
祭

成
人
式
の
ご
案
内

勝
浦
町
芸
術
祭

作

品

募

集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

募

集

（金）

（日）
（金）

（日）

（水）

（土）

（土）
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町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
五
年
十
二
月
一
日

～

十
二
月
十
五
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

募
集
住
宅
人

坂
本
久
保
住
宅

一
戸
分

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て

三
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方
を

含
む
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ

と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十

万
円
以
下
）

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
す
る
能
力
を

有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃
家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所
得
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
月
一
万
三
千
円
か

ら
二
万
二
千
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
家
賃
は
毎
年
所
得
に
よ
り
改
正
さ

れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月

分
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る

費
用
は
入
居
者
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
六
年
一
月
一
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る
。

こ
の
た
び
、
旧
教
員
住
宅
を
町
単
独
住

宅
と
し
て
、
住
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
現
在
の
部
屋
の
状
態
で
入
居

し
、
入
居
後
も
町
は
修
繕
等
は
行
わ
な
い

こ
と
を
了
解
の
う
え
、
定
期
借
家
契
約
に

よ
り
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
五
年
十
二
月
一
日

～

十
二
月
十
五
日

ま
で
の
間

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
（
十

二
月
十
九
日

予
定
）
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

募
集
住
宅
人

中
山
単
独
住
宅

一
戸
分

（
鉄
筋
二
階
建
三
Ｋ
（
三
畳
、
四･

五

畳
、
六
畳
）
築
二
十
九
年

※
賃
貸
借
は
平
成
十
六
年
一
月
一
日
か

ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
と
五
年
三
月
の
期
間
で
の
定
期
借

家
契
約
が
必
要

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
に
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方

家
賃
お
よ
び
敷
金
（
家
賃
の
三
月
分
）

を
支
払
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃月
額

七
、〇
〇
〇
円

共
益
費

三
、〇
〇
〇
円

※
そ
の
他
、
単
独
住
宅
の
維
持
・
補
修

に
関
す
る
費
用
は
全
て
入
居
者
負
担

で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
六
年
一
月
一
日
（
予
定
）

選

考
勝
浦
町
単
独
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る
。

中
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
専
門
技

術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

採
用
さ
れ
る
と
特
別
職
国
家
公
務
員
と

な
り
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
各
々
の
全

寮
制
の
学
校
等
に
入
校
し
ま
す
。

入
校
後
約
三
年
間
は
一
般
高
校
と
同
じ

学
科
と
各
種
技
術
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

（
三
年
後
に
は
高
卒
資
格
取
得
）

そ
の
後
約
一
年
間
専
門
教
育
受
講
と
部

隊
実
習
等
を
行
い
ま
す
。

入
校
後
四
年
後
に
は
自
衛
隊
の
中
堅
ク

ラ
ス
へ
の
昇
進
が
確
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
任
給
一
五
三
、一
〇
〇
円
・

ボ
ー
ナ
ス
二
回
合
計
四･

六
五
月
分

（
平
成
十
五
年
四
月
現
在
）

食
費
・
寮
費
等
一
切
無
料
、
制
服
類
等

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
受
験
資
格
：
中
学
校
卒
業
見
込
み
～

十
七
歳
未
満
の
男
子

◎
受
付
期
間
：
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

～
平
成
十
六
年

一

月
六
日

◎
試
験
期
日

（
一
次
）
平
成
十
六
年
一
月
十
日

（
二
次
）
平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日

～
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

阿
南
募
集
事
務
所
：
阿
南
市
富
岡
町
一

六
四
（
内
町
会
館
一
Ｆ
）

〇
八
八
四
―
二
二
―
六
九
八
一

自
衛
隊
生
徒
募
集

町
営
住
宅

入
居
者
募
集
に
つ
い
て

単
独
住
宅
入
居
者
募
集

（月）

（火）

（木）

（金）

（土）

（月）

（月）（月）

（火）（金）

（月）

（１）（２）（３）（４）（５）

（６）（７）

（１）（２）（３）（４）

（１）（２）（３）（４）（５）
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医
療
機
関
等
へ
持
参
す
る
も
の

一

健
康
保
険
証

二

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

三

乳
幼
児
医
療
費
請
求
書

〇一
〇
歳
か
ら
三
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
人

↓
従
来
ど
お
り
請
求
書
は
あ
り
ま
せ
ん

〇二
三
歳
以
上
四
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
人

↓
藤
色
（
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
開
始
）

〇三
〇
歳
か
ら
三
歳
未
満
の

被
用
者
保
険
の
人

↓
ベ
ー
ジ
ュ
色
（
従
来
ど
お
り
）

〇四
三
歳
以
上
四
歳
未
満
の

被
用
者
保
険
の
人

↓
桃
色
（
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
開
始
）

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の
↓
健
康
保
険
証
・
印
鑑

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
・
印
鑑

次
の
期
間
し
尿
収
集
が
休
業
に
な
り
ま

す
の
で
、
営
業
期
間
中
に
お
早
め
に
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●

営
業
終
了

十
二
月
二
十
九
日

の
昼
ま
で

●

休
業
期
間

十
二
月
三
十
日

～
一
月
七
日

●

営
業
開
始

一
月
八
日

～

※
年
末
は
特
に
混
み
ま
す
の
で
お
早
め
に

お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

毎
日
衛
生

二
―
二
一
三
九

急
ぐ
用
件
・
手
続
き
は
お
早
め
に
！

こ
の
休
み
の
期
間
中
は
、
印
鑑
証
明
書

や
戸
籍
謄
抄
本
等
、
税
務
関
係
の
証
明
書

発
行
の
交
付
事
務
は
取
り
扱
い
が
で
き
ま

せ
ん
。

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
つ
い
大
事
な
書

類
、
届
出
、
登
録
も
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま

す
が
、
急
ぐ
用
件
、
手
続
き
な
ど
は
お
早

め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た
め
の
業
界

退
職
金
制
度
で
す
。
全
国
ど
こ
で
も

事

業
主
が
か
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算
で
き

ま
す
。

〈
お
知
ら
せ
〉

平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
掛
金
が
日

額
三
〇
〇
円
か
ら
三
一
〇
円
に
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。

〈
建
設
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〉

★
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す

（
加
入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

★
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す

★
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補

助
し
ま
す

〈
建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ま
へ
〉

★
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

★
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算

し
て
計
算
さ
れ
ま
す

★
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・
レ

ン
タ
カ
ー
割
引
等
の
提
携
サ
ー
ビ
ス
事

業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
徳

島
県
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退
共
徳
島
県
支
部

〇
八
八
―
六
二
二
―
三
一
一
三

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て

老
人
保
健
に
つ
い
て

年
末
年
始

休
業
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の

役
場
窓
口
業
務
の
ご
案
内

年
末
年
始
の
役
場
の
事
務
は

十
二
月
二
十
七
日

か
ら

来
年
の
一
月
四
日

ま
で

休
み
ま
す
。

期
間
中
午
後
八
時
に
緊
急
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

師
走
の
心
せ
わ
し
く
、
空
気
も
乾

燥
し
て
き
ま
し
た
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
充
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

十
二
月
二
十
六
日

～
三
十
日

に
か
け
て
、
火
災
予
防
年
末
特

別
警
戒
期
間
で
す
。

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

火

の

用

心

知
っ
て
い
ま
す
か
？

お
知
ら
せ

（月）
（火）

（水）

（木）
(有)

（火）

（金） （土）（日）
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

17日 10日 ３日

○

わ
ん
ぱ
く
教
室
お
楽
し
み
会

○

サ
ン
タ
さ
ん
と
遊
ぼ
う

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

保
育
所
の
お
友
達
と
お
餅
つ
き
を

す
る

○

更
生
保
護
女
性
会
来
所

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

○

保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
と
相
談

○

身
近
な
素
材
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
飾
り
や
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

★
十
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

勝
浦
少
年
剣
道
教
室

農
地
の
転
用
に注

意
を
!!

確
定
申
告
会
場
が

「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
十
五
年
分
の
所
得
税
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
お
よ
び
贈
与
税
の
確
定
申
告

会
場
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

徳
島
税
務
署
・
徳
島
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

変
更↓

開
設
期
間

平
成
十
六
年
二
月

二

日

～

三
月
十
五
日

（
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

※
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
で
は
確
定

申
告
会
場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
徳
島
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

(

還
付
申
告
会
場)

は
、
「
ア
ス
テ
ィ

と
く
し
ま
」
に
統
合
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時

間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
税
務
署

個
人
課
税
部
門
・

資
産
課
税
部
門

〒
七
七
〇-

〇
八
四
七

徳
島
市
幸
町
三
丁
目
五
四
番
地

〇
八
八
―
六
二
二
―
四
一
三
一

農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
（
宅
地
、
雑

種
地
、
山
林
等
）
に
変
更
す
る
と
き
は
、

そ
の
地
番
が
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
場

合
、
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
は
町
農
業
委
員
会
に
申
請
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
受
付
は
毎
年
三
月
十

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
知
事
か
ら

除
外
申
請
に
対
す
る
同
意
が
受
け
ら
れ
る

の
が
八
月
下
旬
頃
に
な
り
ま
す
。

除
外
申
請
の
同
意
後
に
農
地
の
転
用
申

請
を
し
、
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
か
ら

目
的
の
地
目
に
転
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。農

業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
申
請
は
締

め
切
り
日
を
過
ぎ
る
と
、
一
年
先
送
り
に

な
り
ま
す
の
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
が
出
来
て

い
な
い
場
合
、
農
地
の
転
用
許
可
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
農
業
委
員
会

二
―
一
五
〇
五

勝
浦
少
年
剣
道
教
室
は
、
毎
週
水
曜
日
・

土
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
午
後
八
時
三
十

分
ま
で
勝
浦
町
民
体
育
館
に
お
い
て
稽
古

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ

ひ
一
度
、
稽
古
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
の
悩
み

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
こ
と

で
気
に
な
る
こ
と
や
困
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
一
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
困
っ
た
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
な
ど

み
ん
な
と
語
り
合
う
と
気
分
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
す
よ
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者

（月）

（水）

（月）

（水）（水）

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

今
回
は

｢

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て｣

で

す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
人
間
を
理
解
す
る
と
き
、
体
、

生
殖
器
、
染
色
体
な
ど
を
基
準
に
し
て
男

女
を
区
別
し
ま
す
。
そ
れ
を
生
物
学
的
な

性
別
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
文
化

や
社
会
や
時
代
の
中
で
つ
く
ら
れ
る
性
別

の
こ
と
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
い
ま
す
。

男
が
外
の
仕
事
を
担
う
の
は
当
然
と
か

子
育
て
は
女
性
の
仕
事
、
と
い
う
ふ
う
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
生
き
方
や
、
性
格

行
動
を
決
め
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

人
の
行
動
や
生
き
方
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

よ
っ
て
決
め
付
け
な
い
こ
と
を
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
と
い
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

フ
リ
ー
な
男
女
平
等
社
会
の
実
現
へ
の
第

一
歩
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
社
会
に
浸

透
し
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
に
な
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
（
勝
浦
町
住
民
課
）

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
人
権
意
識
の
普
及
・
高

揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
考
え
よ
う

あ
な
た
の
人
権

わ
た
し
の
人
権
」

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
幸
せ
に
暮
ら
す
自
由
・
平
等

の
権
利
で
す
。

地
域
社
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方

や
も
の
の
見
方
・
考
え
方
の
異
な
る
人
々

が
と
も
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を

尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
は
人
権

尊
重
の
生
き
方
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
人
権
の
大
切
さ
、
生
き

る
こ
と
の
尊
さ
を
今
一
度
見
つ
め
な
お
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

勝
浦
町
人
権
擁
護
委
員

ま
ず
、
チ
ェ
ッ
ク
！

働
く
ル
ー
ル
の
最
低
賃
金

徳
島
県
で
は
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
徳
島
県
最
低
賃
金
」

と
、
特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
は
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
日
額
が
廃
止
さ
れ
、
時

間
額
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
徳
島
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室(

〇
八
八
―
六
五
二
―

九
一
六
五)
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
で

解
雇
や
給
料
不
払
い
な
ど
職
場
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
し
、
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
等
の
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
相
談
を
お

受
け
し
、
解
決
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

と

き
平
成
十
五
年
十
二
月
七
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

五
階

｢

桂｣

内

容

解
雇
・
出
向
・
配
転
・
賃
金
な

ど
労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
全
般

申
し
込
み

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

相
談
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
地
方
労
働
委
員
会

〇
八
八
―
六
二
一
―
三
二
三
四

徳
島
県
労
働
政
策
課

〇
八
八
―
六
二
一
―
二
三
四
八

男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て

第
五
十
五
回

人

権

週

間

「
駅
前
労
働
相
談
」

の
開
催
に
つ
い
て

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

●

徳
島
県
最
低
賃
金

（
平
成
十
四
年
十
月
一
日
実
施
）

時
間
額

六
一
一
円

（
平
成
十
五
年
は
改
正
が
見
送
ら
れ
ま

し
た
）

・
紡
績
、
織
物
業

（
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
実
施
）

時
間
額

六
五
二
円

・
造
作
材
・
合
板
・
建
築
用
組
立
材
料

製
造
業

（
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
実
施
）

時
間
額

七
四
八
円

・
一
般
機
械
器
具
製
造
業

（
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
実
施
）

時
間
額

七
六
〇
円

・
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業

（
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
実
施
）

時
間
額

七
一
一
円

（日）
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国 民 年 金 だ よ り

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
毎
月
一
回
（
第

二
木
曜
日
）
出
張
年
金
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
に
は
、
徳
島
南
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
係
官
が
二
人
来
町
し
、
年
金
全
般

に
わ
た
る
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
制
度
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
相
談
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
日

時

平
成
十
五
年
十
二
月
十
一
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時

★
場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
一
階
相
談
室
）

★
そ
の
他

年
金
を
受
給
さ
れ
る
前
の
方
は
年
金

手
帳
を
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
年
金
証
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料は忘れず納付を!
納めるのが困難な場合、免除申請を!

国民年金の保険料は、社会保険庁から送られて

くる納付書で金融機関 (銀行､ 郵便局､ 農協など)､

社会保険事務所で納めます。

希望すれば、金融機関の預貯金口座から自動引き

落としする口座振替が、納め忘れもなく便利です。

毎月の保険料は、翌月末日が納期限です。

また、保険料を前納すれば割引されることもあ

ります。

保 険 料 の 納 め 方

保険料を納めることが困難な人には、前年の所

得などに応じて保険料の全額または半額の納付が

免除される制度があります。

免除された期間は、年金を受給するための資格

期間としては、納付しているときと同様に取り扱

われますが、老齢基礎年金などの年金額を計算す

る場合は減額されます。

免除制度には、法定免除と申請免除があります。

障害基礎年金や生活扶助を

受けている場合

届出により全額が免除されます。

本人や配偶者、世帯主の所得が低かっ

たり、天災などの被害を被った場合

申請月の前月から指定された月（通

常６月）までの期間の全額または半

額が免除されます。

法定免除

申請免除

保 険 料 の 免 除

20歳になると学生でも国民年金の第１号被保険

者となります。

学生の場合は、申請するとその月の前月から指

定された月（通常３月）「学生納付特例」が受け

られます。

● 期間中の障害や不慮の事故などの場合に、保険

料免除期間と同様に障害基礎年金や遺族基礎年

金が保障されます。
● 学生納付特例は、受給資格期間には算入されま

すが、年金額には反映されません。

学生納付特例を受けると

学 生 の 納 付 特 例

平成15年度の国民年金の保険料は月額13,300円ですが、生活水準、将来

の年金や経済の見通しなどをもとに見直しされています。また、より高い

老齢給付を望む方は、希望により、付加保険料（月額400円）を納付する

ことができます。

国民年金の
保 険 料

出
張
年
金
相
談
所

開
設

（木）
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祖
母
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
診
断

さ
れ
て
数
年
が
た
っ
た
。
毎
日
い
ろ
ん

な
こ
と
を
忘
れ
て
い
く
祖
母
。
そ
ん
な

祖
母
と
こ
の
夏
、
卓
球
や
音
楽
を
通
し

て
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

小
学
校
六
年
の
時
、
私
は
チ
ェ
ロ
を

習
い
始
め
、
祖
母
は
キ
ー
ボ
ー
ド
に
興

味
を
持
っ
た
。
祖
母
は
昔
ピ
ア
ノ
を
弾

い
て
い
た
か
ら
だ
。「
い
つ
か
二
人
で

合
わ
せ
よ
う
」
そ
ん
な
夢
を
見
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
夏
、
二
人
の

演
奏
会
が
実
現
し
た
。
観
客
は
数
人
。

ず
っ
と
祖
母
を
見
守
り
、
祖
母
と
本
気

で
付
き
合
っ
て
き
た
母
も
そ
の
一
人
だ
。

「
ど
ん
ど
ん
ボ
ケ
て
も
構
わ
な
い
よ
。

私
が
し
っ
か
り
突
っ
込
ん
で
あ
げ
る
。」

漫
才
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
い
つ
も
笑

顔
が
絶
え
な
い
二
人
に
な
っ
て
い
た
。

演
奏
曲
目
は
「
き
ら
き
ら
星
」。
祖
母

の
手
が
右
へ
左
へ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
上

を
流
れ
る
よ
う
に
動
い
て
い
く
。
指
先

が
鍵
盤
の
上
で
踊
っ
た
。

私
は
最
初
、
祖
母
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
あ
げ
よ
う
と
必
死
だ
っ
た
。

「
病
気
だ
か
ら
」
と
少
し
思
い
上
が
っ

て
い
た
の
だ
。
ズ
レ
が
あ
っ
て
も
い
い

か
、
ち
ゃ
ん
と
や
っ
た
ん
だ
し
、
き
っ

と
皆
満
足
だ
ろ
う
、
と
私
は
思
っ
た
。

だ
か
ら
、

「
も
う
一
回
最
初
か
ら
や
ろ
う
。」

そ
う
祖
母
が
言
っ
た
時
は
と
て
も
び
っ

く
り
し
た
。

「
こ
ん
な
に
楽
し
い
ん
だ
か
ら
、
上
手

な
所
を
お
か
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
か
せ
て
あ

げ
た
い
も
の
。」

「
そ
う
だ
ね
。
じ
ゃ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

真
剣
に
や
ろ
う
か
。
せ
ー
の
。」

本
気
で
臨
ん
だ
途
端
、
ピ
タ
ッ
と
音
が

合
わ
さ
っ
た
。
前
奏
を
弾
く
と
き
の
、

祖
母
の
背
中
が
楽
し
そ
う
に
揺
れ
て
い

た
。
私
は
つ
ま
ら
な
い
思
い
上
が
り
を

捨
て
た
。
「
病
気
だ
か
ら
」
と
い
う
、

そ
ん
な
思
い
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、

音
を
楽
し
む
自
分
が
い
た
。
正
直
、

「
合
わ
せ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
の
だ
。
こ

れ
は
、
「
優
し
さ
」
と
い
う
名
の
「
差

別
」
だ
、
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
と
き
、

そ
う
感
じ
た
。

思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
の
「
優
し
さ
」

は
、
相
手
に
対
し
て
失
礼
で
あ
っ
た
り

と
き
に
人
を
傷
つ
け
る
。「
自
分
は
こ

ん
な
に
優
し
く
し
て
あ
げ
た
の
に
」、

こ
れ
は
単
な
る
自
己
満
足
に
過
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
出
来
事
は
序
章
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
気
が
付
い

た
は
ず
な
の
に
、
私
の
な
か
に
は
、
ま

だ
自
己
満
足
に
浸
っ
て
い
る
自
分
が
い

た
。

「
ア
ス
カ
ち
ゃ
ん
、
卓
球
、
相
手
し
て

や
。」

祖
母
が
に
こ
っ
と
笑
う
。

「
何
言
っ
と
る
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
卓
球
で

き
る
の
？
足
悪
い
ん
だ
し
。」
私
は
ち

ら
り
と
母
を
見
た
。
足
を
心
配
し
て
母

が
止
め
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
っ
た
か
ら

だ
。
だ
が
、
母
は
、

「
私
見
た
こ
と
な
い
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
卓
球
し
て
る
姿
な
ん
て
。
や
っ
て
み

せ
て
。」

祖
母
は
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
ラ
ケ
ッ

ト
を
構
え
た
。

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
違
う
っ
て
、
ラ
バ
ー

の
方
で
打
た
ん
と
。
板
だ
よ
、
そ
っ
ち
。」

や
っ
ぱ
り
ボ
ケ
て
る
。
し
ょ
う
が
な
い

な
、
少
し
手
加
減
し
て
あ
げ
と
こ
う
か

こ
れ
も
優
し
さ
か
な
。

「
サ
ー
ブ
譲
っ
て
あ
げ
る
。」

「
い
い
の
？
勝
負
だ
よ
？
」
と
祖
母
は

笑
っ
た
。

「
パ
カ
ー
ン
ッ
」
鋭
い
音
と
共
に
、
白

球
が
コ
ー
ナ
ー
ギ
リ
ギ
リ
に
入
っ
て
落

ち
た
。
何
が
起
こ
っ
た
か
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
。
今
度
は
逆
の
コ
ー
ナ
ー
に

入
る
。
何
と
か
返
せ
ば
、
ス
マ
ッ
シ
ュ

が
華
麗
に
決
ま
っ
た
。
目
が
点
に
な
る
。

母
は
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
か
っ
こ
い
い

」

と
祖
母
に
エ
ー
ル
を
送
る
。
祖
母
は
そ

れ
に
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
返
し
た
。「
あ

あ
、
そ
う
か
。」
私
は
、
は
た
と
気
が

つ
く
。
「
わ
ざ
と
負
け
て
あ
げ
て
も
い

い
か
も
知
れ
な
い
な
…
。」
祖
母
が
勝

負
だ
と
言
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

ん
な
気
持
ち
で
試
合
に
臨
ん
だ
の
だ
。

あ
の
チ
ェ
ロ
と
キ
ー
ボ
ー
ド
で
演
奏
し

た
と
き
に
懲
り
た
「
優
し
さ
」
と
い
う

名
の
「
差
別
」
が
ま
だ
私
の
中
に
あ
っ

た
の
だ
。
い
い
孫
を
演
じ
る
つ
も
り
で

祖
母
と
闘
お
う
と
し
た
。
打
っ
た
り
打

ち
返
さ
れ
た
り
、
ラ
リ
ー
が
続
く
、
そ

し
て
…
、
私
は
負
け
た
。
祖
母
は
ハ
ア

ハ
ア
と
息
切
れ
し
な
が
ら
、

「
あ
～
楽
し
か
っ
た
。」
伸
び
を
し
て

言
っ
た
。
母
は
、
「
さ
す
が
我
が
家
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
か
っ
こ
い
い
」
と
、

涙
ぐ
ん
で
言
っ
た
。

母
は
、
い
つ
も
自
分
が
祖
母
に
し
て

い
る
よ
う
に
、
本
気
で
接
す
る
こ
と
を

私
に
教
え
た
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

後
で
知
っ
た
事
だ
が
、
祖
母
が
過
去
に

卓
球
を
し
て
い
た
こ
と
を
母
は
知
っ
て

い
た
よ
う
だ
。

祖
母
と
の
音
楽
と
卓
球
が
、
私
に
思

い
上
が
っ
た
「
優
し
さ
」
も
、
自
分
が

優
位
に
立
ち
た
い
だ
け
の
「
同
情
」
も

い
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
本
気
で
接
す

る
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切
か
を
教
え
て

く
れ
た
。

こ
れ
が
こ
の
夏
私
の
学
ん
だ
、
本
当

の
優
し
さ
な
の
で
あ
る
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
第
22
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

「優しさ」
という名の「差別」

かたりあうページ
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松
並
武
夫

選

勝

浦

を

歌

う

鶴
林
寺
に
詣
で
て
帰
る
遍
路
道
木
の
間
隠
れ
に
ふ
る
さ
と
の
町

静
岡
市

上
田
一
男

梅
雨
明
け
て
燦
々
と
降
る
蝉
し
ぐ
れ
み
か
ん
摘
み
摘
み
古
里
偲
ぶ

浜
松
市

日
下
敏
雄

前
川
の
川
沿
い
に
咲
く
紫
陽
花
に
蛍
飛
び
交
い
妖
艶
に
見
ゆ

茨
木
市

錦
見

武

高
瀬
舟
の
下
潜
り
抜
け
遊
び
た
る
幼
き
日
恋
し
横
瀬
の
船
場

杵
築
市

春
田

晃

生
比
奈
の
由
来
問
わ
れ
て
「
生い

き
雛ひ

な

」
と
応
え
た
く
な
る
人
と
景
色
よ

座
間
市

富
本
和
男

故
郷
で
思
い
出
す
の
は
秋
祭
り
ボ
ー
ゼ
の
寿
司
に
ハ
ス
の
酢
の
物

岡
山
県

失

名

氏

鹿
背
山
の
麓
に
む
つ
び
学
び
た
る
友
南な

ん

溟め
い

に
散
り
て
還
ら
ず

与
川
内

市
川
晴
一
郎

立
川
の
古
代
の
ロ
マ
ン
恐
竜
に
会
え
る
気
が
し
て
人
ら
訪
ね
る

久
国

美
馬
綾
子

語
り
継
ぐ
婆
羅
尾
峠
の
焼
夷
弾
の
殻
拾
い
に
行
き
し
少
年
の
日
の
夫

中
角

岡
本
ハ
ツ
エ

緑
な
る
稼
勢
山
仰
ぎ
て
運
動
会
明
日
の
勝
浦
託
し
つ
つ
見
る

坂
本

菅
内
久
美
子

水
筒
を
沈
め
て
汲
め
ば
音
立
て
て
ぽ
こ
り
ぽ
こ
り
と
岩
船
の
水

立
川

堀

梅
子

田
ん
ぼ
道
に
蝗

い
な
ご

が
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
ん
で
い
た
昔
の
勝
浦
を
今
も
恋
う

横
瀬

廣
安
美
枝
子

川
一
つ
隔
て
見
る
こ
こ
は
特
等
席
稼
勢
山
は
富
士
と
納
得
を
す
る

棚
野

島

つ
と
む

蜜
柑
時
代
の
名
残
り
と
ど
め
て
貯
蔵
庫
が
雑
木
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る

坂
本

木
下
茂
子

紅
葉
の
中
津
峰
山
訪
ね
来
て
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
飛
び
立
つ
に
会
う

坂
本

平
尾
智
男

過
疎
進
む
勝
浦
に
専
門
学
校
建
ち
若
き
男
女
で
町
は
賑
わ
う

横
瀬

桜
木
千
代
子

み
か
ん
王
国
木
材
景
気
に
沸
き
し
町
も
年
ご
と
過
疎
が
進
み
ゆ
く
な
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

故
郷
を
遠
く
離
れ
て
帰
り
来
れ
ば
は
る
か
彼
方
に
稼
勢
山
見
ゆ
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

河
原
に
開
か
れ
て
い
し
運
動
会
幼
き
日
を
恋
い
友
と
語
れ
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

童
心
に
帰
り
て
石
を
拾
い
お
り
勝
浦
河
原
の
緑
の
小
石

棚
野

田
中
久
子

鶴
林
寺
の
五
重
の
塔
の
下
に
着
き
古
代
偲
び
て
し
ば
し
涼
呼
ぶ

中
山

溝
内
喜
美
代

赤
と
ん
ぼ
つ
い
つ
い
飛
べ
る
故
里
の
勝
浦
川
は
我
の
オ
ア
シ
ス

生
名

柳
田
末
子

わ
が
町
に
ト
ッ
プ
が
集
い
て
語
り
合
う
千
葉
の
勝
浦
・
那
智
の
勝
浦

坂
本

山
口
昭
市

新
し
き
橋
の
た
も
と
に
石
碑
立
つ
高
瀬
舟
発た

ち
し
由
来
を
記
し
て

横
瀬

日
下
克
子

中
田
の
駅
か
ら
徒
歩
で
還
り
来
し
吾
を
迎
え
て
呉
れ
し
稼
勢
山

中
山

山
下
房
雄

参
道
の
松
の
根
方
の
湧
き
水
を
弘
法
清
水
と
人
は
尊
ぶ

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

み
か
ん
景
気
の
頃
の
被
害
は
鳥
な
る
も
猿
や
猪
に
荒
ら
さ
る
る
今

横
瀬

林

と
み
え

釣
り
人
よ
鮎
は
釣
れ
た
か
き
ら
き
ら
と
新
鮮
な
鮎
は
勝
浦
の
味

中
山

谷
喜
美
代

稼
勢
山
の
楓
・
紅
葉
が
色
づ
け
ば
猫
の
手
も
欲
し
蜜
柑
ち
ぎ
り
に

横
瀬

平
山
美
千
江

野
菊
咲
き
稼
勢
山
見
ゆ
る
こ
の
町
が
好
き
だ
と
言
い
し
老
後
の
亡
父
は

西
岡

南

昌
子

釣
り
好
き
の
祖
母
と
夜
釣
り
の
勝
浦
川
は
鬼
が
出
ぬ
か
と
帰
る
ま
で
恐
し

中
山

栗
城

絹

悲
鳴
上
ぐ
る
様
に
も
み
か
ん
樹
倒
れ
た
り
勝
浦
特
産
失
わ
れ
ゆ
く

棚
野

田
中
茂
子

体
長
九
メ
ー
ト
ル
体
重
七
ト
ン
の
恐
竜
が
一
億
年
前
に
棲
ん
で
い
た
立
川

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

山
の
緑
川
の
清
き
に
育
ま
れ
勝
浦
人
は
優
し
か
り
け
り

棚
野

殿
川
早
苗

次
回
作
品
募
集

十
二
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

平
成
十
六
年

一
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

※
投
稿
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
お
ね
が
い
し
ま
す
（
係
）

か
つ
う
ら
歌
壇

〈
選
後
に
〉

「
勝
浦
を
歌
う
」
第
二
回
目
の
特
集
作
品
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
数
は
三
十
四
人
の
七
十
六
首
で

し
た
。
み
な
さ
ん
勝
浦
を
愛
し
、
ふ
る
里
の
山
や
川
、

そ
し
て
勝
浦
の
人
情
を
力
い
っ
ぱ
い
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
勝
浦
に
生
ま
れ
、
勝
浦
に
育
っ
た
の
で
、
み
な
さ

ん
の
お
気
持
ち
が
よ
く
ひ
び
い
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

勝
浦
を
歌
う
特
集
は
作
品
の
優
劣
を
決
め
る
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
っ
た
全
員
の
各
一
首

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
く
に
県
外
や
他
町

村
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
毎
回
ふ
る
さ
と
勝
浦
を
思
う
歌
や

日
常
の
感
慨
の
歌
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
短
歌
と

い
う
短
い
詩
型
に
よ
っ
て
ふ
る
里
勝
浦
を
思
う
心
を
お

互
い
に
述
べ
合
い
ま
せ
ん
か
。
町
内
の
方
々
も
日
々
の

生
活
の
中
か
ら
湧
く
思
い
や
、
ふ
る
里
の
山
川
の
美
し

さ
を
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
松
並
武
夫
）
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12月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（16日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

12

月

20

日

（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

12月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（１日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（８日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（15日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（22日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ククリリーーンン情情報報

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外（広報等）は入れないでください。

古 本（雑誌）
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

ご
み
収
集
は
十
二
月
三
十
日

ま
で
行
い
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日

か
ら
平

成
十
六
年
一
月
四
日

ま
で
の

五
日
間
、
年
末
年
始
の
た
め
休

業
し
、
一
月
五
日

か
ら
ご
み

収
集
を
再
開
し
ま
す
。
休
業
期

間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
末
は
ご
み
を
出
す

の
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
、
計

画
を
立
て
、
ご
み
収
集
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●
十
二
月

三

日

●
十
二
月
二
十
四
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と

鑑
札
が
必
要
で
す
。

年
末
年
始
の
休
業
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

か
ら
平
成
十
六
年
一
月
五
日

ま
で

の
間
、
県
の
犬
の
引
き
取
り
が
休
業

し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
役
場
も
引
き

取
り
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
一
月
六
日

か
ら
再
開
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
業
務

休
業
の
ご
案
内

今月の回収日 12月６日
12月29日

午前９時まで

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう。

（水） （月）
（土）

（水）
（月）

（火）

（水）

（木）

（日）

（火）

（月）

（１）
（２）

（３）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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国保と医療費

所得に応じて負担が異なります

70歳になった方がお医者さんにかかるとき

●一定上の所得がある方

同一世帯に一定の所得（課税所得が124万円）

以上の70歳以上の方または老人保健で医療を受

ける方（国保の被保険者に限る）、がいる方に

あたります。ただし、70歳以上の方および老人

保健で医療を受ける方（国保の被保険者に限る）

の収入の合計が、２人以上の場合は637万円未

満、１人の場合は450万円未満であると申請し

た場合は、「一般」の区分と同様に１割の負担

となります。

●低所得Ⅱ

同一世帯の世帯主および国保の被保険者が住

民税非課税である方にあたります。

●低所得Ⅰ

同一世帯の世帯主および国保の被保険者が住

民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・

控除（年金の所得は控除額を65万円として計算）

を差し引いたときに０円となる方にあたります。

年収例 単身世帯で年金収入のみの場合

65万円以下

所得に応じて自己負担の割合などが決まりますので、忘れずに所得の申告をしましょう。

高
齢
受
給
者
証

を
大
切
に
！

70
歳
に
な
る

と
き
は

自
己
負
担
の
割
合
は

70歳を迎える方には、高齢受給者証が交付されます。高齢受給者証

には自己負担の割合（１割または２割）が示されています。医療を受

けるときは、保険証といっしょに忘れずに提示してください。

70歳の誕生日の翌月から医療の受け方が変わります。

ただし、月の初日が誕生日の方はその月から変わります。

例
８月１日に生まれた方 ８月から開始

８月２日～末日に生まれた方 ９月から開始

医療費の自己負担は１割になります。

ただし、一定以上の所得がある方は２割になります。

●入院したときの食事代

は、１日当たりの標準

負担額を自己負担しま

す。

医療を
受けるときの
自己負担

１割

一定
以上の

所得がある方

２割
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みんなの健康
の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

４ 木
健 康 相 談 13:00～14:00 農村環境改善

セ ン タ ー 住 民 健 康 手 帳
筋 力 ア ッ プ 体 操 14:00～15:00

６ 土 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 棚野 集 会所 乳幼児とその家族 エ プ ロ ン

11 木
健 康 相 談 ９:30～11:00 今山ふれあい

交 流 館 住 民

ディ・ケア たんぽぽの会 10:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー 会 員 エ プ ロ ン

12 金 ２ 歳 児 健 康 診 査
（希望者にはフッ素塗布をします）

13:30～14:30 農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年７月１日～12月
31日までに生まれた子 母子健康手帳

13 土 男 の 料 理 教 室 14:00～17:00 農村環境改善
セ ン タ ー

会 員 エ プ ロ ン

17 水 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

18 木 妊 婦 教 室 11:00～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー 妊 婦 エ プ ロ ン

23 火 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 住 民 福 祉
セ ン タ ー 乳幼児とその家族 エ プ ロ ン

25 木 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 坂本 集 会所 乳幼児とその家族 エ プ ロ ン

の開催について

今日の社会環境や家庭機能の変化が、食事や

運動等の生活環境に大きく影響し、生活習慣病

につながる肥満や高脂血症、糖尿病等がすでに

子ども達にも増加傾向にあります。

このことから、生活習慣病の予防を目的とし

た血液検査を小学６年生、中学２、３年生を対

象に実施しました。

結果はすでにお渡ししましたが、いかがでし

たか？

結果をふまえて、「高脂血症や貧血等の生活

習慣病と疾病の予防や治

療」について、講演会を

次の日程で行います。

多数の方がご参加くだ

さい。

月 日 平成16年１月７日

参加を希望される方は、下記へお申し込みく

ださい。

時 間 午前10時～11時

場 所
農 村 環 境 改 善
セ ン タ ー

勝浦町民体育館
（旧勤労者体育館）

対象者 保護者 子ども

内 容

講演“生活習慣病
の予防と血液検査
の結果について”
講師 徳島大学
松田純子小児科医師

運動
“イキイキ健康体操”
指導者 井上 澄

運動指導士

参加費 無 料

申 込 場 所 電 話

横瀬小学校 ２－２００９

生比奈小学校 ２－３００４

勝浦中学校 ２－２５９１

役場 福祉課 ２－１５０２

“子どもの生活習慣病について、考えてみませんか？”

平成15年度
第２回 親 子 健 康 教室

（水）
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保 健 だ よ り

普
通
の
か
ぜ
の
症
状
は
、
の
ど
の
痛

み
、
鼻
汁
、
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
が
中

心
で
、
全
身
症
状
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま

せ
ん
。
発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど

高
く
は
な
ら
ず
、
重
症
化
す
る
こ
と
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
は

三
十
九
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身
症
状
が
強
く
、

重
症
化
す
る
と
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
、

小
児
で
は
中
耳
炎
、
熱
性
け
い
れ
ん
な

ど
を
併
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
ぜ
は
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス

キ
に
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
風
邪
を
ひ
か

な
い
よ
う
に
、
次
の
事
柄
に
気
を
つ
け
、

普
段
か
ら
体
力
づ
く
り
と
健
康
管
理
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

一

手
洗
い
、
う
が
い
を
し
っ
か
り
す
る

か
ぜ
の
基
本
的
な
予
防
は
手
を
洗
う

こ
と
で
す
。
か
ぜ
は
空
気
の
中
を
飛
び

散
っ
て
感
染
す
る
よ
り
も
、
手
と
手
を

伝
わ
っ
て
感
染
し
、
目
や
鼻
か
ら
体
の

中
へ
侵
入
す
る
こ
と
が
多
く
、
手
洗
い

が
か
ぜ
の
感
染
予
防
に
有
効
で
す
。
ま

た
う
が
い
は
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入

を
防
ぎ
ま
す
。

二

体
の
抵
抗
力
を
つ
け
る

睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
の
栄
養
補
給
を
す
る
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
、
白
血
球
の
は
た
ら

き
を
増
し
、
感
染
症
へ
の
抵
抗
力
を
高

め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
は
、
鼻
、
の
ど
、
気

管
支
な
ど
の
粘
膜
を
丈
夫
に
し
、
か
ぜ

の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

三

室
内
の
環
境
に
注
意
す
る

乾
燥
し
た
空
気
は
、
か
ぜ
の
ウ
ィ
ル

ス
に
と
っ
て
好
都
合
で
、
増
殖
し
や
す

い
環
境
で
す
。
室
内
の
温
度
や
湿
度
を

適
切
に
保
ち
、
と
き
ど
き
換
気
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
空
気
中
に
拡
散

さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す

か
ら
、
感
染
予
防
の
た
め
に
は
、
人
ご
み

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら

十
分
な
栄
養
や
休
息
を
と
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
広
が
り

に
は
、
空
気
の
乾
燥
が
関
連
し
て
い
ま
す
。

室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、
適
度

な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
外
出
時
の
マ

ス
ク
や
帰
宅
時
の
う
が
い
、
手
洗
い
は
普

通
の
か
ぜ
の
予
防
と
併
せ
て
お
す
す
め
し

ま
す
。

・
か
ぜ
の
予
防

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

※今年度11月から実施してい

るインフルエンザ（主に65

歳以上の高齢者を対象）は

12月末に終了します。

接種を希望される方は山西

医院（ ２―3027）、勝浦病

院（ ２―2555）にあらかじ

め問い合わせください。

インフルエンザとかぜの違い

初期症状 悪寒、頭痛

熱 微熱

合 併 症 気管支炎、肺炎 ほとんどない

インフルエンザ か ぜ

38～40℃

のどの乾燥感
くしゃみ

主な症状
発熱、全身痛
悪寒、倦怠感

鼻水、鼻づまり
せき

平
成
十
五
年
十
月
二
十
一
日

二
十
三
日
に
町
内
を
巡
回
し
て

実
施
し
ま
し
た
検
診
の
結
果
は

受
診
者
数
七
十
人
で
し
た
。
精

密
検
査
が
必
要
な
方
に
は
結
果

通
知
を
送
り
ま
し
た
が
、
異
常

の
な
か
っ
た
方
に
は
個
人
通
知

を
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
な
お
、
精
密
検
査
が
必

要
な
方
は
、
必
ず
医
療
機
関
等

へ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
毎
年
総
合
健
診
や

地
区
巡
回
で
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
未
受
診
の
方
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

年
に
一
度
は
必
ず
健
診
を
受

け
、
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ

う
。 巡

回
結
核
検
診
の

結
果
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
気
を
つ
け
よ
う
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ツ
、
イ
、
ラ
、
ク

姫
野
カ
オ
ル
コ

相
剋
の
森

熊
谷
達
也

総
統
の
子
ら

皆
川
博
子

痴
情
小
説

岩
井
志
麻
子

仇
花

諸
田
玲
子

海
賊
船
幽
霊
丸

笹
沢
佐
保

や
さ
し
い
男

北
原
亜
以
子

鴉
婆

沢
田
ふ
じ
子

Ｚ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

森

博
嗣

熱
欲

堂
場
瞬
一

不
思
議
じ
ゃ
な
い
国
の
ア
リ
ス

沙
藤
一
樹

街
角
の
犬

鳴
海

章

燃
え
る
蜃
気
楼

逢
阪

剛

風
が
見
て
い
た

上
・
下岸

恵
子

東
京
湾
景

吉
田
修
一

シ
ン
セ
ミ
ア

上
・
下

阿
部
和
重

Ｃurtain

谷
村
志
穂

炎
と
氷

新
堂
冬
樹

千
年
の
黙

森
谷
明
子

黄
昏
の
名
探
偵

栗
本

薫

中
年
宮
本
武
蔵

鈴
木
輝
一
郎

新 一 部 紹 介着 図 書

十
二
月
の
行
事

陶芸展 のお知らせ

保存期間が

きれた図書館

の雑誌をおわ

けいたします。

ぜひ、のぞい

てみてください。

期 間

場 所

生涯学習の一環として恒例となっている

陶芸教室の方々の作品が今年も図書館二階

郷土資料室で展示されることになりました。

一年間の勉強の成果である趣向を凝らした

作品はどれをとっても苦労の跡が偲ばれる

素晴らしい力作ばかりですので、ぜひご鑑

賞いただきたいと思います。

12月11日 ～

１月11日
図書館２階郷土資料室

子
ど
も
映
画
会

十
三
日

午
後
二
時
～

二
階
視
聴
覚
室

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

二
十
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

陶
芸
展

十
一
日

～
一
月
十
一
日

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

三
日
・
十
日
・
十
七
日

二
十
四
日

休

館

日

一
日
・
八
日
・
十
五
日

二
十
二
日
・
二
十
八
日

二
十
九
日
・
三
十
日

三
十
一
日

※
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
の
返

却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

12月２日 ～12月７日
場所 勝浦町図書館

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

あ
な
た
が
今
借
り
ら
れ
て
い

る
図
書
館
の
本
・
ビ
デ
オ
・
Ｃ

Ｄ
の
返
却
期
間
が
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
。
お
確
か
め
の
う
え
、

年
内
に
返
却
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

図書館だより
マガジン・リサイクル

（火） （日）

（木）
（日）

（木） （土）

（日）

（土）
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広
報
か
つ
う
ら
12

月
号

第
402号

平
成

15年
12

月
１
日
発
行

編
集
・
発
行

勝
浦
町
総
務
課

〒
771

-
4395

徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国
字

久
保
田
３

TEL

（08854

）2-2511
FAX

（08854

）2-3028

10
月
16
日
～
11
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
棚
野
字
山
蔭

寒
山

誠

（
徳
島
市

原

真
奈
美

大
字
沼
江
字
神
谷

瀬
戸
貴
史

（
鳴
門
市

岩
田
友
香

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

竹
山
智
文

二
男

大
字
沼
江

）

字
西
ヶ
原

恭
子

昴
す
ば
る

岡
本
勤
矢

長
女

大
字
三
溪

）

字
下
川
原

美
鈴

彩あ

珠み

久
保
田
義
明

二
女

大
字
中
角

）

字
豊
田

由
美

磨ま

奈な

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
棚
野
字
仮
家

坪
井

一（
81
歳
）

大
字
棚
野
字
西
久
保

湯
浅
ト
シ
子（
87
歳
）

大
字
沼
江
字
西
岡

青
木
春
美（
93
歳
）

大
字
三
溪
字
高
屋

下
高
武
夫（
92
歳
）

大
字
星
谷
字
山
下

玉
置
福
一（
75
歳
）

大
字
久
国
字
原

井
内

宏（
73
歳
）

大
字
三
溪
字
平
山

新
開
ヤ
ヨ
イ（
82
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
16
日
～
11
月
15
日

四
宮
肇
典
さ
ん
（
中
山
）

青
木
寛
明
さ
ん
（
山
西
）

湯
浅
公
良
さ
ん
（
棚
野
）

坪
井

博
さ
ん
（
棚
野
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夜間救急当番表
12月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月４日 上勝町診療所 ４－５０１０

12月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月８日 山 西 医 院 ２－３０２７

12月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月12日 湯 浅 医 院 ２－２００３

12月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月16日 上勝町診療所 ４－５０１０

12月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月20日 山 西 医 院 ２－３０２７

12月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月24日 湯 浅 医 院 ２－２００３

12月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月28日 上勝町診療所 ４－５０１０

12月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
４ 11 18 25

19:30～21:30
木 木 木 木

踊 り
４ 11 18 ４、11日は午前

18日は午後木 木 木

歌 謡
２ ９ 16

19:30～21:30
火 火 火

生け花
５ 27

19:30～21:30
金 土

大正琴
４ 11 19 木曜日は13:00～15:00

金曜日は19:30～21:30木 木 金

習 字
５ 12 19 26

19:30～21:30
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

12月交流講座ご案内

日 時 12月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 久次米 憲二
問い合わせ先 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

心配ごと相談
● 日時 12月５日

12月12日

12月19日

12月26日

● 時間

午後１時～午後４時30分

● 内容

人権・行政・厚生・福祉

● 場所

勝浦町住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお

問い合わせください。

（ ２－4652）

12 月

世帯数 2,105戸

人 口 6,719人

男 3,246人

女 3,473人

出 生 男 1 女 2 計 3

死 亡 男 6 女 2 計 8

転 入 男 4 女 6 計 10

転 出 男 9 女 7 計 16

町民の動き
（平成15年10月31日現在）

戸籍の

窓

交通事故相談日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（木）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（火）




